	１指揮系統の確立SCU指揮所　現状分析と課題（3時間後）
日時：


	
	指揮系統確立　済
診療部門、消防リエゾン、自衛隊リエゾンと随時ミーティング

	2運用基本方針

	


	目的を整理し基本方針を以下のように改定した

目的：すべての被災患者を医療の管理下に
運用：応急救護所型SCUとしての運用
搬入
消防からの依頼は全応需
　医療施設からの依頼は病院の環境・患者の状態をみてトリアージ
　　病院環境
　　　ネオリゾートちひろ病院：医師確保できず、環境劣悪
　　　高陵病院、一陽病院：医師確保可能（不足）、環境劣悪
　　　須崎くろしお病院：医師確保可能（不足）、環境不良
搬出
重症者より搬出　ドクターヘリ
中等症者　大量搬送　大型自衛隊機で広島西飛行場へ搬送
軽傷者　避難所

	3受け入れ

	患者受入
	受入人数　　　　　計15人
　　須崎くろしお病院　　0人　　（ドクターヘリ　0人、消防防災ヘリ　0人）
　　その他の病院　　　3人　　（ドクターヘリ　0人、消防防災ヘリ　3人）
　　須崎市内　　　12人　　（ドクターヘリ　0人、消防防災ヘリ　12人）
消防からの受入要請　多数あり
須崎くろしお病院より受入要請（最大全病床160）

	４診療

	ベッド設置
	8床→１０床に増床

	在SCU患者数
	１０人

	５ 搬送

	搬送ニーズ
	搬送傷病者見積もり
　・須崎くろしお病院　患者数160
　・高陵病院（169床）、ネオリゾートちひろ病院（89床）、一陽病院（218床）　　計476床
・高幡消防より要救助者多数ありとの情報
搬送情報入手経路
　・消防・自衛隊搬送時：リエゾンから情報入手
　・医療機関：須崎くろしお病院以外とは連絡取れず

	搬送先

	修正版搬送フロー図　作成　済
重症者はドクターヘリ、中等症者は大型自衛隊機で広島西飛行場へ

	患者搬出
	搬出人数　　　　　計5人
　　ドクターヘリ　　1人　　（高知大学病院　1人）
　　避難所　4人
搬出要請中　1人（ドクターヘリ）

	６ 患者情報

	
	SCU受付用紙、医療搬送カルテで運用中


	７人的資源

	
	DMAT
指揮所1チームで運営中
診療部門　３チームで運営中
DMAT追加要請中（6チーム）

	8 物的資源

	
	別表










	活動方針

	1、 指揮系統
診療部門、消防リエゾン、自衛隊リエゾンと随時ミーティング
2、 運用基本方針
目的：すべての被災患者を医療の管理下に
運用：応急救護所型SCUとしての運用
搬入：
消防からの依頼は全応需
医療施設からの依頼は病院の環境・患者の状態をみてトリアージ
病院環境
ネオリゾートちひろ病院からの患者は受入：全応需
高陵病院、一陽病院からの患者は重症度で受入判断
　　　　　須崎くろしお病院からの患者は重症度で受入判断
搬出：
　　重症者　ドクターヘリ
　　中等症者　大型自衛隊機で広島西飛行場へ搬送
　　軽傷者　避難所
※搬出できない重症者、中等症者はSCUで診療継続
3、 受け入れ…受け入れ部門
消防からの依頼は全応需
受け入れトリアージ
ネオリゾートちひろ病院からの患者は受入：全応需
高陵病院、一陽病院からの患者は重症度で受入判断
　　須崎くろしお病院からの患者は重症度で受入判断
4、 診療・・・診療部門
診療部門　10床で運用中
在SCU患者数に応じて規模拡大
　ベッド数：適宜増床
　医師、看護師の担当患者数：適宜変更
　療搬送カルテ運用
5、 搬送・・・搬送部門
重症者：ドクターヘリ
搬出要請（ドクターヘリ）1名の応需確認
中等症者：広島西飛行場へ（大型自衛隊機）
大型自衛隊機の定員数の確認、飛行計画の確認、増便の要請
　　　軽症：避難所へ
6、 患者情報・・・情報担当
SCU受付用紙、医療搬送カルテで運用
7、 人的資源・・・指揮所リーダー
DMATの増員要請
　診療部門　20床運用として　6チーム必要→調整本部に要請
8、 物的資源・・・ロジスティクス担当
医療資機材：参集DMATの資機材の確認
資機材の不足
　輸液　未着部の100本確認、追加要請の要否確認
　酸素ボンベ、酸素濃縮器は引き続き調整本部に依頼　


	9、 [bookmark: _Hlk185346551]指揮系統
診療部門、消防リエゾン、自衛隊リエゾンと随時ミーティング
10、 運用基本方針
目的：すべての被災患者を医療の管理下に
運用：応急救護所型SCUとしての運用
搬入：
消防からの依頼は全応需
医療施設からの依頼は病院の環境・患者の状態をみてトリアージ
病院環境
ネオリゾートちひろ病院からの患者は受入：全応需
高陵病院、一陽病院からの患者は重症度で受入判断
　　　　　須崎くろしお病院からの患者は重症度で受入判断
搬出：
　　重症者　ドクターヘリ
　　中等症者　大型自衛隊機で広島西飛行場へ搬送
　　軽傷者　避難所
※搬出できない重症者、中等症者はSCUで診療継続
11、 受け入れ…受け入れ部門
消防からの依頼は全応需
受け入れトリアージ
ネオリゾートちひろ病院からの患者は受入：全応需
高陵病院、一陽病院からの患者は重症度で受入判断
　　須崎くろしお病院からの患者は重症度で受入判断
12、 診療・・・診療部門
診療部門　10床で運用中
在SCU患者数に応じて規模拡大
　ベッド数：適宜増床
　医師、看護師の担当患者数：適宜変更
　療搬送カルテ運用
13、 搬送・・・搬送部門
重症者：ドクターヘリ
搬出要請（ドクターヘリ）1名の応需確認
中等症者：広島西飛行場へ（大型自衛隊機）
大型自衛隊機の定員数の確認、飛行計画の確認、増便の要請
　　　軽症：避難所へ
14、 患者情報・・・情報担当
SCU受付用紙、医療搬送カルテで運用
15、 人的資源・・・指揮所リーダー
DMATの増員要請
　診療部門　20床運用として　6チーム必要→調整本部に要請
16、 物的資源・・・ロジスティクス担当
医療資機材：参集DMATの資機材の確認
資機材の不足
　輸液　未着部の100本確認、追加要請の要否確認
　酸素ボンベ、酸素濃縮器は引き続き調整本部に依頼　





